
本当にそうかな。Ａの部分の量は、２Lではなく、  Lを

いくつに等分しているかで考えるよ。

だったら、Ａの部分の量は、  Lになるね。だから、２人が

飲んだお茶の量を合わせると、 Lの６つ分で Lだね。

ア

イ

イ ウ

ウ

ア

イ

（３） 走り高とびの練習をしながら、ひろとさんは、すいとうのお茶を
４

５
L 飲みまし

た。はるなさんは
２

５
L飲みました。２人合わせて何 L飲んだか、図を使って考え

ています。

ひろとさんとはるなさんの考えの 、 、 にあてはまる数を、

アは整数、イとウは分数で書きましょう。

ひろと

Ａの部分の量は、２Lを１０等分した１つ分だから、
１

１０
Lだね。

はるな

４

５
L

２

５
L

１L １L

２L

１L

Ａ

＋ ＝

ひろと

（２） ひろとさんたちは、ゴムをのばした後の長さは、のばす前の長さの何倍になっ

ているかを説明しています。

【ひろとさんの考え】

はるなさんは、ゴムＢについて、【ひろとさんの考え】と同じように説明して

います。【はるなさんの考え】の続きを、言葉と式、数を使って書きましょう。

【はるなさんの考え】

ゴムＡは、５０㎝から１５０㎝にのびています。

１５０ ÷ ５０ ＝ ３

のびた後の長さは、のばす前の長さの３倍になっています。

ゴムＢは、

お

ひろと

はるな

－ －14
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